
石炭・歴史博物館で開催された「夏休
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臨時会を開催しました
4月臨時会 （4月30日）

▶本会議の映像

賛否が分かれた案件 ◯賛成　×反対

※報告第3号は、陸田議員は議長であるため採決に加わっていません。
※議員提出議案第41号は、特別多数議決のため、出席議員の4分の3 (14人）以上の賛成をもって可決となります。
　協議の結果、無記名投票による採決となったため議員別の賛否はわかりません。
※表中、反対欄の（　）書き数字は、白票の数（内数）です。　※会派名：社民党＝社民党市議会議員団、共産党＝日本共産党市会議員団

市長専決処分の報告並びに
承認を求めることについて

［専決第3号 田川市国民健康保険
税条例の一部改正について］

報告第3号

村上卓哉田川市長に対する
不信任決議について

議員提出議案
第41号

榊
原

村
𠮷

シン・タガワ

案件
議員名

会派名 社民党 新風会 共産党 清風会 孔志会 黎明会 清友会

辻香
月

石
松

原
田

梶
原

小
林

佐
藤

柿
田

尾
﨑

佐
々
木

陸
田

今
村

山
野

永
松

田
守

髙
瀬

賛
成

反
対

○○ ○ ○ ○ ×× ○ × × ○ ○ ―○ ○ ○ ○ ○ 13 4

9 9
（4）無記名投票

議決結果

議員提出議案

報　　　　告

議案
番号 件　　　　名 議決結果

2
市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて

［専決第2号 田川市市税条例の一部改正について］ 
承　　認

市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて
［専決第3号 田川市国民健康保険税条例の一部改正について］ 

承　　認3

市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて
［専決第4号 令和7年度田川市一般会計補正予算］

村上卓哉田川市長に対する不信任決議について　←詳しくは③ページ

承　　認

否　　決

4

41

5月臨時会 （5月26日）
▶本会議の映像議決結果

市長提出議案

委員会提出議案

報　　　　告

議案
番号 件　　　　名 議決結果

5
市長専決処分の報告並びに承認を求めることについて

［専決第5号 令和7年度田川市一般会計補正予算］ 
承　　認

田川市監査委員の選任について（榊原 大祐議員） 同　　意28

田川市議会委員会条例の一部改正について 原案可決3
議員提出議案

田川市議会議長不信任決議について　←詳しくは④ページ 原案可決42

賛否が分かれた案件

※議員提出議案第42号は、陸田議員は除斥（＊）となり、辻議員は副議長として議長の職務を行ったため採決に加わっていません。
　＊除斥…議会の審議を公正に行うため、審議する案件に利害関係がある議員はその審議に参加できないこと。
※議員提出議案第42号は、協議の結果、無記名投票となったため、議員別の賛否はわかりません。
※表中、反対欄の（　）書き数字は、白票の数（内数）です。　※会派名：社民党＝社民党市議会議員団、共産党＝日本共産党市会議員団

田川市議会議長
不信任決議について

議員提出議案
第42号

榊
原

村
𠮷

シン・タガワ

案件
議員名

会派名 社民党 新風会 共産党 孔志会 公明党 清友会

辻香
月

石
松

原
田

梶
原

小
林

佐
藤

柿
田

尾
﨑

陸
田

佐
々
木

山
野

永
松

田
守

髙
瀬

賛
成

反
対

9無記名投票 無記名投票無記名
投票 ― ― 6

（0）
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議員提出議案第41号 村上卓哉田川市長に対する不信任決議について

【提出者】尾﨑　［賛成者：田守、佐々木、山野、永松、今村、髙瀬］
【概　要】公務出張中における市長の不適切な行動により、市民の市政に対する信用を失墜さ
せ、市政に混乱を招く事態となったことに対する市長の政治的、道義的な責任は重大である。
　令和７年３月19日の本会議で、村上卓哉田川市長に対する辞職勧告決議を可決し、即刻辞
職するよう勧告したにもかかわらず、市長はいまだに辞職の意向を示していない。
　さらに、同年３月31日に市職員の代理人弁護士が行った記者会見により、新たに市長によ
るセクハラ疑惑が浮上、情実人事の疑惑も深まっており、もはや市長の言動を信用することは
到底できないため、市長を不適任であると認め、信任しないものとするもの。

・不倫問題を受け、そもそも市長としての資質に問
題があることに加えて、セクハラや情実人事の疑惑

が深まったことから、もはや村上市長を市長として認めるこ
とはできない。（田守議員・髙瀬議員）
・重大な人権侵害を行った合理的疑いがある以上、市長の座
にとどまり続けることによる本市の損失は計り知れない。本
市の社会的な信頼を回復するために解体的出直しをするべ
きである。（今村議員）
・市長は自分の不都合なことは語ろうとしない。市長を信用し、
信頼関係を構築することは非常に困難である。（佐々木議員）

・市長の不適切な行動の報道以来、市職員は市民からの問い合
わせや苦情への対応等に追われ、行政が前進せず、市民にも多
大な迷惑をかけている。市長は即刻辞職すべき。（山野議員）
・不倫、公金の不正使用、市政の混乱、人権侵害の疑惑など
から、村上市長は市長には値しない。（永松議員）

　３月定例会で、今回と同様の市長不信任
決議案が提出され否決されており、その後

特段の事情の変化があったとは判断できない。
　4月10日開催の全員協議会で、市長は、3月31日
に市職員の代理人弁護士が行った記者会見に係る
報道内容について、事実であると認めてなく、公的
機関の調査に協力するとの意思を示している。
　代理人弁護士からは、二次被害のおそれがある
ため、この問題は議会で扱うのではなく、第三者委
員会での調査を求める要望書が出ている。
　これから第三者委員会で調査が行われようとし
ている段階であり、真相は明らかになっていないた
め、市長の不信任決議の可否を判断できない。不信
任決議は、第三者委員会での調査報告を待ってか
ら判断すべきで、時期尚早である。（小林議員）

賛成 反対

村上市長の報道に対するこれまでの議会の動き

否 決

▶本会議の映像

　不信任とは、市長に対して、その地位にあることが不適任であることを理由として信任しないことです。
　不信任決議は、議員数の３分の２以上が出席し、出席議員の４分の３以上（今回の場合は14人以
上）の賛成があれば可決されます。
　不信任決議が可決された場合、市長は10日以内に議会を解散することができますが、議会を解散
しない場合は市長が失職します（地方自治法第178条）。本件は、無記名投票の結果、賛成が９票で
あったため否決となりました。

「市長の不信任」

ことばの説明

日　付

2月19日 全員協議会

3月  6日 3月定例会 本会議

3月19日

4月10日

3月定例会 本会議

全員協議会

2月16日に週刊現代が報じた内容について、市長から市議会に説明

3月31日に市職員の代理人弁護士が行った記者会見に係る市長の見
解について、市長から市議会に説明

「村上卓哉田川市長に対する問責決議」 可決

「村上卓哉田川市長に対する不信任決議」  否決
「田川市市長の給料の減額に関する条例の制定」 可決
「田川市長の公務の調査に関する決議」  否決
「村上卓哉田川市長に対する辞職勧告決議」 可決

会議等 内　　　　　容 会議等の
映像
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議員提出議案第42号 田川市議会議長不信任決議について

・申合せとは約束であり、約束は守るものである。これ
まで約30年間守られてきた議長の任期を2年とする

申合せを守らないという前例を作ってしまえば、今後の議会に
混乱が生じる可能性がある。（榊原議員）

・申合せには、議長の任期２年間を「保障する」とは書かれてい
ない。議長の弁明は、

きべん

詭弁でしかない。今後市議会の申合せの
意味がなくなるという大きなリスクを抱えることになる。（香月
議員）

・陸田議長が申合せを破り議長の職にとどまることは、議会の秩
序を乱し円滑な議会運営をさまたげ、市民生活に悪影響を与え
る可能性が高い。陸田議長の言動は、市民生活を顧みない独善
的なものであり、議長としての資質を欠いている。（小林議員）
・議長の弁明は、全く理解できない。議長が、中立・公正な議事
運営をしない、市議会の議決結果を尊重しない、議会の品位を
重んじないことなどにより、議会内の不要な対立と混乱を招い
たことに毅然と抗議するとともに、直ちに議長を辞職すること
を強く求める。（佐藤議員）

・議長の議会運営に関するささいなこ
とから議長不信任決議、懲罰動議、問

責決議が可決された。また、議長の政治資金報告
書の疑惑について、政治倫理審査会で政治倫理
基準に反しないとの結果が出ているにもかかわ
らず、特別委員会で調査が継続されており、各会
派間の信頼は崩壊している。申合せを守れる市
議会の環境が整っていないとする議長の主張は
十分に理解ができる。（山野議員、佐々木議員）

・市長の不適切な行動が明らかになっても、村上
市政を継続させようとしたり、新ごみ処理施設稼
働に必要な議案を否決したりするなど、現在の
市議会は正常な判断ができない状態にある。市
議会を正常な状態に軌道修正する重責を担える
のは、陸田議長のほかにいない。議長任期は法律
に規定されており、陸田議長が議長を続けること
に違法性は全くない。（永松議員）

賛成 反対

可 決

　令和５年５月に、議長の任期を２年とすることを申し合わせた後、議会の選挙を経て、私が議長に選出された。私の議長
就任には正当性がある。
　しかし、議長の任期を２年と申し合わせてから約半年後の令和５年12月議会において、事実無根の議長不信任決議が
唐突に提出、可決された。これは、主観的、短絡的な内容であるため、私は全議員に見解を説明、完膚なきまでに論破した
結果、本件に関する本質的な反論はなかった。このような事実無根の議長不信任決議は、信義に反する行為で、議長の任
期を２年とする申合せを破棄したものである。
　一例として、不信任の理由にされた公職選挙法違反の疑惑は、結果的に政治倫理審査会で政治倫理基準に反しないと
結論付けられている。これは、私が事実無根であると主張したことが正しかったという証拠にほかならない。しかし、いま
だに議会内で調査しており、常識では考えられない異様な事態になっている。これらは、意図的に私の政治生命を断とう
とするもので、私の名誉を傷つける大きな人権侵害である。
　今回提出された議長不信任決議も大義名分はなく、単純に数の暴挙と言わざるを得ず、現在の田川市議会内部におけ
るいびつな政争が表面化したに過ぎない。私が非難されることはないため、引き続き議長としての職責を全身全霊で果
たしていく所存である。

議長の弁明議長の弁明

９月定例会は９月５日（金）開会予定です
一般質問は、９月９日（火）、１０日（水）、１１日（木）
※一般質問の通告者が少ない場合は、９日（火）と10日（水）の２日間となる場合があります。
◎本会議・委員会は、インターネット中継と録画映像の配信を行います。ご利用ください。 ※いずれも10時開始予定です。

議会日程

これまでの議長不信任等に関する経緯は、「議会のおしらせ令和6年6月号」の６～７ページをご覧ください▶

本会議の映像▶
【提出者】柿田　［賛成者：佐藤、榊原、石松、小林］
【概　要】陸田議長は、令和５年５月に各会派代表者及び座長間で取り交わした、議長の任期
を２年とする旨の申合せを破り、引き続き議長職を続けることを表明した。
　議会運営が円滑に進むよう努力すべきである議長自らが申合せを破ることで、今後の議会
運営に大きな支障が出ることは明白である。
　また、独善的な議会運営が問題視され、議長に対する不信任決議が令和５年12月に可決さ
れたが、反省することなく、その後も独善的な議会運営が続けられている。　
　陸田議長は議長にふさわしくないことから、議長の不信任を決議するとともに、申合せに従
い、直ちに議長の職を辞することを強く求めるもの。
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流会とは？
　地方自治法では、議会は原則として議員定数（18人）の半数以上の出席がなければ会議を開くことができないと
定められています。そのため、招集日に出席議員が定足数（９人）に達しない場合は、流会となります。
　６月12日の定例会招集日の出席議員は、8人でした。

流会の影響は？
　流会になると、その会期内で審議される予定となっていた案件（議案）は審議されず次の会期に引き継ぐこともで
きないため、廃案となります。

廃案となった議案はどうなる？
　廃案となった議案は審議することができないため、①市長が改めて臨時会を招集し議案を提出する、②次の定例
会に議案を提出する、③専決処分する、のいずれかの対応をとることになります。
　なお、６月定例会に提出する予定であった７件の議案のうち、緊急を要する６件（補正予算議案２件、条例議案１
件、一般議案３件）については、７月３日に市長が専決処分しました。

6月定例会は流会となりました

　議会が議決・決定するべきことがらについて、必要な議決や決定が得られない場合に市長が議会に
代わって意思決定をすることです。この処分により、議会の議決や決定があったと同様に適法かつ有
効に成立します。市長が専決処分をした案件は、次の議会で報告事項として上程され、承認の可否を
議決することとなります。「専決処分」

ことばの説明

議　
会　
日　
誌

2月4月

5月6月7月

3月

廃案となった議案はこちら▶ 専決処分となった議案はこちら▶

19
日 

各
会
派
代
表
者
会
議

 

全
員
協
議
会

20
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

３
月
定
例
会（
開
会
）

 

本
会
議

21
日 

総
務
文
教
委
員
会

25
日 

厚
生
委
員
会

26
日 

建
設
経
済
委
員
会

4
日 

本
会
議（
一
般
質
問
）

5
日 

本
会
議（
一
般
質
問
）

6
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

本
会
議（
一
般
質
問
）

 

各
会
派
代
表
者
会
議

10
日 

総
務
文
教
委
員
会

11
日 

厚
生
委
員
会

12
日 

建
設
経
済
委
員
会

14
日 

議
会
運
営
委
員
会

18
日 

議
会
運
営
委
員
会

19
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

本
会
議

 

総
務
文
教
委
員
会

 

３
月
定
例
会（
閉
会
）

31
日 

広
報
委
員
会

7
日 

各
会
派
代
表
者
会
議

10
日 

全
員
協
議
会

22
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

広
報
委
員
会

30
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

４
月
臨
時
会（
開
会
）

 

本
会
議

 

４
月
臨
時
会（
閉
会
）

2
日 

各
会
派
代
表
者
会
議

 

議
会
運
営
委
員
会

16
日 

議
会
運
営
委
員
会

26
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

５
月
臨
時
会（
開
会
）

 

本
会
議

 

各
会
派
代
表
者
会
議

 

総
務
文
教
委
員
会

 

厚
生
委
員
会

 

建
設
経
済
委
員
会

 

５
月
臨
時
会（
閉
会
）

 

正
副
委
員
長
会
議

3
日 

議
会
運
営
委
員
会

6
日 

厚
生
委
員
会

9
日 

建
設
経
済
委
員
会

10
日 

総
務
文
教
委
員
会

11
日 

議
会
運
営
委
員
会

12
日 

６
月
定
例
会（
流
会
）

25
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

広
報
委
員
会

1
日 

厚
生
委
員
会

 

建
設
経
済
委
員
会

2
日 

総
務
文
教
委
員
会

 

疑
惑
検
証
等
特
別
委
員
会

17
日 

議
会
運
営
委
員
会

23
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

広
報
委
員
会

24
日 

議
会
運
営
委
員
会

 

７
月
臨
時
会（
開
会
） ＊

 

本
会
議

 

総
務
文
教
委
員
会

 

７
月
臨
時
会（
閉
会
）

30
日 

一
般
廃
棄
物
処
理
業
務

 

調
査
特
別
委
員
会

31
日 

一
般
廃
棄
物
処
理
業
務

 

調
査
特
別
委
員
会

＊7月臨時会については、次号で詳しくおしらせします。
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新しい議会の構成

　同じ考えや政策を持つ議員が集
まって結成する議会内のグループ
のことです。

　市民の皆様には、これま
での議会運営につきまし
て、ご理解とご協力をいた
だき、心から感謝申し上げ
ます。
　引き続き、議長としての
職責を全身全霊で果たし
てまいりますので、なにと
ぞよろしくお願い申し上げ
ます。

「会　派」

ことばの説明

5月26日開催の臨時会において、副議長の選挙のほか、常任委員会委員等の選任を行いました。

新しい会派の構成

議　長　陸田 孝則

　この度、皆様のご推挙を
いただき、副議長を拝命い
たしました。
　公平・公正な議会運営が
なされる議会をつくり、本
市における議会制民主主
義を守るため全力で取り
組んでまいりますので、な
にとぞよろしくお願い申し
上げます。

　この度、皆様のご推挙を
いただき、副議長を拝命い
たしました。
　公平・公正な議会運営が
なされる議会をつくり、本
市における議会制民主主
義を守るため全力で取り
組んでまいりますので、な
にとぞよろしくお願い申し
上げます。副議長　辻 智之

議会運営委員会

今村寿人議員は、令和７年5月12日付で辞職しました。

シン・タガワ

社民党市議会議員団

新風会

日本共産党市会議員団

孔志会

公明党

清友会

榊原

香月

原田

佐藤

尾﨑

山野

田守

村𠮷

石松

梶原

柿田

陸田

永松

髙瀬

辻

小林

佐々木

会　派　名 代表者 所属議員

委員長
村𠮷 勇介

副委員長
佐藤 俊一 佐々木 博 山野 義人 髙瀬 冨士夫 石松 和幸 梶原 みつ子

議会運営委員会で
行うこと

議会を円滑に運営するため、協議、意見の調整をする委員会として設置されてい
ます。
具体的には、議会の運営に関すること、議会の会議規則や委員会の条例等に関す
ること、議長の諮問に関することについての調査や請願等の審査を行っています。
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　市の業務は広範囲にわたるため、本会議の中で議案等をきめ細かく審議することは困
難です。そのため、議案等を専門的かつ効率的に審査する常設機関として、少人数の議員
で構成されているのが常任委員会です。常任委員会では、本会議から付託された議案等に
ついて、所管部署からの説明を受けた上で審査を行い、議案等に対する態度（原案可決・
否決等）を決定しています。

「常任委員会」

ことばの説明

常任委員会

委員長
小林 義憲

副委員長
石松 和幸 田守 健治 永松 広宣佐々木 博 辻 智之

総務文教委員会

総務文教委員会で審査すること 市の財政や税、防災、文化・教育に関することなど

委員長
村𠮷 勇介

副委員長
佐藤 俊一 山野 義人 尾﨑 行人 香月 隆一 梶原 みつ子

厚生委員会

厚生委員会で審査すること
市民の戸籍や住民票、年金・保険、環境衛生、保健、福祉、子育て支援、
田川市立病院に関することなど

委員長
榊原 大祐

副委員長
原田 誠 陸田 孝則 柿田 孝子 髙瀬 冨士夫

建設経済委員会

建設経済委員会で審査すること
産業の振興、農業政策、都市計画、住宅政策、公共交通、公園、道路、
河川等に関することなど
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議 会 報 告 会
ところ

令和７年11月22日●10時土と　き

市民会館 講堂

質問箱設置場所　市役所1階・市民会館・図書館・スマイルプラザ田川・いいかねPalette

議 会 へ の 質 問 を 募 集 しま す！議 会 へ の 質 問 を 募 集 しま す！議 会 へ の 質 問 を 募 集 しま す！

〒825-8501　田川市中央町1-1 田川市議会事務局
メール　gikai@lg.city.tagawa.fukuoka.jp
F A X 0947-44-2043

送付先

オンラ
イン

配信も
します

●質問は、質問箱への投かん、郵送、FAX、メール、または右の
二次元コードのフォームから送信してください。

●様式は任意のものでもかまいません。メールの場合は件名
を「市議会への質問」としてください。

●議員個人に対する質問や、報告会の趣旨にあわない質問に
は対応できませんので、あらかじめご了承ください。

●事前に質問を提出しなくても、報告会当日に質問できます。

質問募集期間 9月1日～30日

報告会で
聞きたいことを
事前に募集します

質問フォーム
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